
事業者向け行政手続システム整備に向けた調査の現状
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事業者手続タスクフォース（旧デジタル臨調作業部会で発表）

事業者向けの行政手続システムについて全体整理を進める

共通機能2



◆各省庁の事業者手続のデジタル化の支援を行うために、まずは現状把握として各省庁の行政手続や補助金
申請の状況を把握するための調査を実施。

◆その上でデジタル庁で整備している共通機能（GビズID、Jグランツ、e-Gov等）を活用したデジタル化を
各省庁に対してサポートしていくための整備計画を整理し、デジタル庁が各省をサポートしながらデジタ
ル化を進めていく道筋を整理する。

事業者向け行政手続の全体像整理に向けた調査実施について
（第一回本省庁連絡会議で発表）
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結果の分析
• e-Gov・Jグランツの各省
庁展開

• GビズID認証/署名の各省庁
展開

• 共通機能の各省庁展開
• 将来的なプラットフォーム
整理案

手続の現状
各省庁への

アンケート/調査
※本調査は調査ツール
（CRM）を用いて実施• 各省庁でプラットフォーム

サービスを利用したデジタル
化が進行

• 共通機能が認知されておらず、
各省庁への導入が進んでいな
い。

• 行政手続の類型に応じたプロ
セスの標準化やシステム標準
化が実施されていない。

• 費用対効果が合わない手続に
ついては、依然として紙で行
われている。

1. 各省庁への調査 3. 今後の整備計画の策定２. 調査結果の整理

• 各省庁システムでの認証/署名
機能実施状況の整理

• 各省庁システムでの共通機能
実装状況の整理

• e-Gov電子申請・審査支援
サービスと各省システムの棲
み分け整理

• 各省庁の行政手続類型化と共
通システム化の方向性整理

0.現状の整理 3. 今後の整備計画の策定２. 調査結果の整理



◆秋の行政事業レビューにおいて、事業者への迅速かつ効率的な給付を可能にするため、国の既存の給付シ
ステムや民間の新たなデジタル技術の積極的な活用を検討するよう、とりまとめられた。

◆デジタル行財政改革会議の中間取りまとめにて、2025年度から全補助金でオンライン申請が原則と位置
づけられた。

補助金調査の経緯（秋の行政事業レビュー及びデジタル行財政改革中間取りまとめ）
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デジタル行財政改革 中間取りまとめ(R5.12.20会議決定)
秋の行政事業レビューの論点

各省庁がオンライン化を進めるのではなく、オンライン化の現状を適切に把握し、デジタル庁で整備してい
る共通機能（GビズID、Jグランツ、e-Gov等）を活用したデジタル化を各省庁に対してサポートしていくた
め、行政手続・補助金を対象に調査を実施。
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事業者向け行政手続の全体像整理に向けた調査環境について

各府省の皆様との効率的かつ高速な情報共有・対応のため、デジタル庁が提供
している共創PFのslackチャネルを利活用



内閣官房、内閣法制局、人事院、最高裁判所、宮内庁、公正取引委
員会、警察庁、個人情報保護委員会、カジノ管理委員会、こども家
庭庁、デジタル庁、総務省、法務省、外務省、財務省、厚生労働省、

農林水産省、経済産業省、国土交通省
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事業者向け行政手続の全体像整理に向けた調査環境について

各府省に共創PFに接続いただくため、各府省PMO及び各府省にデジタル庁より
派遣しているDX推進員とも協力し、可能な限りの多くの省庁に参加いただくた
め対応を進めているところ。（22府省庁/28府省庁）

参加済省庁 19省庁

参加予定省庁 3府省

内閣府、文部科学省、防衛省
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事業者向け行政手続の全体像整理に向けた調査環境について

各府省庁に対し、DX推進員を通じて、共創PF(Slack)/DXS(Salesforce)の接続に
ついて以下のサポートを提供：

• 共創PF/DXSへの各府省庁からの接続ハードルのチェック
• 各府省庁のセキュリティ担当との以下項目についての調整

✓ ウェブサイト閲覧許可申請
✓ ネットワークの設定・制限解除申請
✓ ソフトウェアインストール申請

• 初回ログイン時の案内
✓ 招待メールが不審メールに該当しないこと
✓ 登録時の疑問
を担当者のデスクサイドでの説明・解消

• 他利用におけるサポート
• DXSの機能改善に向けた、使い勝手のフィードバック
• パフォーマンス課題の切り分け：DXS、各省庁のネットワーク、各省庁の端末でのチェック

DX推進員を通じて、平均3週間程度で共創PF・DXSの初回接続を提供



内閣府、宮内庁、公正取引委員会、金融庁、消費者庁、こ
ども家庭庁、総務省、法務省、財務省、文部科学省、厚生
労働省、農林水産省、経済産業省、国土交通省、環境省
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（参考）デジタル庁からDX推進員を派遣している省庁

デジタル庁からDX推進員（正式名称：政府DX推進専門員）を派遣している省庁
は以下のとおり。

派遣済省庁 15省庁



内閣官房、人事院、内閣府、宮内庁、公正取引委員会、警
察庁、個人情報保護委員会、金融庁、消費者庁、こども家
庭庁、復興庁、総務省、法務省、外務省、財務省、文部科
学省、厚生労働省、農林水産省、経済産業省、国土交通省、

環境省、防衛省
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本調査の基礎データ利活用の同意について

本調査において、各府省の入力負荷軽減のため、補助金管理システム（財務省
主計局所管）のデータを利活用すべく、以下府省庁より利活用の同意をいただ
いたところ。

同意済省庁 22省庁
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事業者向け行政手続の全体像整理に向けた調査環境について

補助金管理システムから各府省の補助金データを取得するにあたり、財務省主
計局総務課に以下ご協力いただいた。

・補助金管理システムのデータに関するご説明
・補助金管理システムのデータの利活用に関する各府省予算課とのご調整
・各府省予算課との同意取り付けプロセスの整理
・補助金管理システムのデータの抽出・データクレンジング
・積極的な本調査へのご協力（共創PF・DXSへの数多くの担当者のご登録）

※デジタル行財政改革会議 予算DXご担当経由で主計局総務課へご紹介・ご調整いただいた
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Ｊグランツの利用状況と次期システムに向けた改善について
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Jグランツ活用行政機関の状況（2024年1月31日時点）

＜自治体＞28都道府県、16市町村 

・北海道
・宮城県
・秋田県
・福島県
・群馬県
・埼玉県
・東京都
・石川県
・福井県
・岐阜県
・静岡県
・愛知県
・三重県
・滋賀県

・大阪府
・兵庫県
・和歌山県
・島根県
・岡山県
・山口県
・徳島県
・香川県
・愛媛県
・福岡県
・佐賀県
・長崎県
・熊本県
・大分県

• 2024年1月現在、既に半数の省庁でJグランツをご活用頂いている

• 都道府県や政令都市を中心に自治体でもご活用いただいている

・さいたま市
・横浜市
・上越市
・南魚沼市
・高岡市
・佐久市
・名古屋市
・堺市
・八尾市
・神戸市
・岡山市
・笠岡市
・高松市
・福岡市
・久留米市
・奄美市

＜府省庁＞14省庁/28省庁

・総務省 
・法務省 
・文部科学省
・スポーツ庁 
・厚生労働省 
・農林水産省
・林野庁 

・経済産業省
・資源エネルギー庁
・特許庁
・中小企業庁 
・国土交通省
・観光庁 
・環境省 



13

Jグランツの次期システム更改（令和6年度）
〇「誰にでも使いやすいシステム」をめざし、次期システムを開発中（R7年度～運用開始予定）
〇年間約1000万件を処理できる処理能力の強化も実施し、助成金などにも対応可能に

次期システムの画面例（事務局向け）

• 従来は、公募段階や交付段階などフェーズごとにページが分かれており進捗が把握しづらかった
→申請の流れを矢羽根で把握でき、全てのフェーズを俯瞰して処理ができるように

• 審査の流れの設定や条件別の分岐など細かいカスタマイズを行う画面が複雑で分かりづらかった
 →カスタマイズする際に分かりにくい部分も、視覚的に表現することで直感的に設定可能に

＜補助金事務局（行政機関）向けの利用体験改善＞
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＜事業者向けの利用体験改善＞
• 補助金検索すると、複数の補助金が一気に表示

されるため、どの補助金が自分にあっているか
どうかが分からない

→指定したどの条件に合致しているかを視覚的
に表現し、分かりやすく

• 補助金に関する重要な情報（募集期間、補助率
等）は各補助金の詳細ページを見ないと分から
ない

→検索結果画面で一覧で見えるように

• 気になる補助金が見つかったが、他の補助金を
調べている間に見失ってしまう

→各補助金に「気になる」ボタンを新設し、
 後でまとめて閲覧できるように

Jグランツの次期システム更改
（令和6年度）

次期システムの画面例（事業者向け）
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Ｊグランツの導入支援として各種サポートを実施しています

• 毎月オンラインセミナーを開催
➢ 既にJグランツを利用中の方だけでなく、補助金事業の電子化を検討されている方にも、

幅広く事前予約不要のオンラインセミナーを定期的に開催しています（参加は先着順）

➢ Jグランツの概要やメリット、デモ画面やスターターマニュアルの紹介などJグランツ
導入のファーストステップをサポートします

✓ 次回の開催日は３月21日(木) 14:00～15:00

• 随時、個別相談会を実施
➢ Jグランツの導入にあたっての確認事項や操作・セットアップ方法に関する質問等を

オンライン会議で気軽に相談可能です
✓ info@mail.jgrants-portal.go.jp にご連絡いただくことで予約が可能

情シス、会計担当、各補助金担当など原課の皆様にも広くご案内ください

mailto:info@mail.jgrants-portal.go.jp
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